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最適な市場均衡
さいてき しじょう きんこう

Ⅰ



経済学は、"市場経済において最適な資源配分を実現でき
るのか？"というテーマを研究する学問です。

最適な資源配分!!
さいてき しげん はいぶん 幸福

こうふく

市場経済
しじょう けいざい



市場経済
しじょう けいざい

ざい しじょう

ろうどう しじょう

きぎょう

企業 家計
かけい

市場経済とは、市場で価格をきめて、モノや労働をお金と交換する経済
体制のことです。財市場で、モノとカネ（代金）を取引(交換）すると同時に、労働

市場で、労働とカネ（賃金）を取引（交換）する経済体制のことです。



生産 分配

生活

経済体制
けいざい たいせい

しげん

土地、資本、労働
とち しほん ろうどう

せいかつ

せいさんぶつ

せいさん ぶんぱい

経済体制とは、“資源を使ってモノ（財・サービス）を生産し、それを生活者
に届ける”という資源配分のしくみのことです。つまり、「生産と分配」のしく
みのことです。

資源

生産物



市場経済で取引（モノとお金の交換）が成立することを「市場均衡」といい
ます。 供給（売り注文）と需要（買い注文）が一致して安定している状態の

ことです。

｢取引」 「資源配分」

市場均衡
しじょう きんこう

とりひき しげん はいぶん

需要供給

きょうきゅう じゅよう

ｰ - -



ヒト

くわ

もう少し みていきましょう。詳しく

せいさんぶつ
生産物

モ ノ

すこ

モノ カネ



行動とは、ヒトが商品（モノと労働力）を売買することだ！

“行動”って何？
こうどう なに



家計の行動
「商品」の購入

企業の行動

需要

「労働力」の売却

労働供給

「商品」の販売

供給

「労働力」の購入

労働需要

財市場 労働市場

市場経済において、ヒトの行動は、家計（消費者）と企業（生産者）に分けら
れます。家計は、「労働力」を売りながら「商品」を購入する行動をとります。

一方、企業は、「商品」を売りながら「労働力」を購入する行動をとります。

かけい こうどう

きぎょう こうどう

しょうひん こうにゅう ろうどうりょく ばいきゃく

じゅよう ろうどう きょうきゅう

きょうきゅう

しょうひん はんばい ろうどうりょく こうにゅう

ろうどう じゅよう

ざい しじょう ろうどう しじょう



ヒト（家計と企業）は、共に自由に取引(交換）できると仮定します。効用(満
足度）は、家計（消費者）が財市場で買物することで生まれる価値（便益）
のことです。一方、利潤（もうけ）は、企業（生産者）が財市場で商売すること
で生まれる価値(便益）のことです。

自由に選択
じゆう せんたく

こうどう

ヒトの行動
しじょう けいざい たいせい

市場経済体制

効用最大化

買物

家計(消費者）

（満足度）

商売

企業(生産者）

かけい しょうひしゃ

きぎょう せいさんしゃ

かいもの

こうよう さいだいか

まんぞくど

しょうばい

利潤最大化
りじゅん さいだいか



自由に選択

家計は、効用が最大になるように行動します。効用を最大にする「財の組み
合わせ」を選択することを「上手な買物」ということにします。一方、企業は、
利潤が最大になるように行動します。利潤を最大にする「原材料（生産要素
財）の組み合わせ」を選択することを「上手な仕入れ」ということにします。

効用最大化

買物

家計(消費者）

（満足度）

商売

企業(生産者）

じゆう せんたく

こうどう しじょう けいざい たいせい

市場経済体制ヒトの行動

かけい しょうひしゃ

きぎょう せいさんしゃ

かいもの

こうよう さいだいか

まんぞくど

しょうばい

利潤最大化
りじゅん さいだいか



需要
じゅよう



需 要需要
じゅよう

こうばい よっきゅう

需要とは、商品を購入しようとする欲求のことです。ただし、単なる欲求の
ことではなく、購入代金を準備した上での欲求のことです。

購買欲求



効用最大化の行動

「上手な買物」とは、限られた予算の中で、効用（満足度）を最大化させる
ために、お買い得な買物リストをつくる意思決定（消費財を買う選択）を行
うことです。

効用最大化

上手な買物
商品
しょうひん

じょうず かいもの

こうよう さいだいか

こうよう さいだいか こうどう

限界効用の大きい順に

財の購入をすすめて、こと」

選択すること」

各財の限界効用が等しく」

なる財の組み合わせを

げんかい こうよう おお じゅん

ざい こうにゅう

かくざい げんかいこうよう ひと

ざい く あ

せんたく



家計は「上手な買物」をすることで、効用（満足度）を最大化しようとします。需要曲線
は、家計（消費者）が「上手な買物」をすることによって生じる需要量と市場価格の関
係をグラフ化したものです。右下がりの曲線（直線）で表されます。

１ ２ ３

200円

100円

数量

価格

需要曲線

効用最大化

300円
上手な買物

商品選び
しょうひん えら

じょうず かいもの

こうよう さいだいか

じゅよう きょくせん

家計の消費行動 需要
かけい しょうひ こうどう じゅよう

すうりょう

かかく



供給
きょうきゅう



もうかるぞ！

供給供給

もうかるぞ！

供給とは、商品を販売しようとする欲求のことです。

きょうきゅう

希望販売量
きぼう はんばいりょう



各財の限界生産力が等しく」

企業の生産行動

原材料を安く買う

利潤最大化

上手な仕入れ
じょうず し い

りじゅん さいだいか

げんざいりょう やす か

生産・販売

「上手な仕入れ」とは、利潤（＝売上-原価）を最大化させるために、最も利潤
を大きくする原材料（生産要素財）の購入を選択することです。

せいさん はんばい

きぎょう せいさん こうどう

限界生産力の大きい順に

生産要素の購入をすすめて、こ
と」

すること」

げんかいせいさんりょく おお じゅん

せいさん ようそ こうにゅう

かくざい げんかい せいさんりょく ひと

ざい く あ せんたく
なる財の組み合わせを選択



原材料を安く買う

１ ２ ３

200円

100円

数量

価格
供給曲線

利潤最大化

300円上手な仕入れ
じょうず し い

りじゅん さいだいか

げんざいりょう やす か

生産・販売

企業は、「上手な仕入れ」をすることで利潤（儲け）を最大化させようとします。供給曲線
は、企業（生産者）が「上手な仕入れ」をすることによって生じる供給量と市場価格の関
係をグラフ化したものです。右上がりの曲線（直線）で表されます。

きょうきゅう きょくせんせいさん はんばい

企業の生産行動 供給
きぎょう せいさん こうどう きょうきゅう

すうりょう

かかく



市場
しじょう



市場とは、大勢の売り手と買い手が集まって、取引価格を決定する場所のこ
とです。商品とは、市場で取引される生産物（財・サービス）のことです。商
品の価格は市場で決まります。

しじょう
市場

きぎょう

か てう て

かけい

売り手 買い手
かかく
価格

家計企業



商品価値

価格とは、商品の値段のことです。価格は、商品の価値を貨
幣で表したものです。

価格
か か く

しょうひん かち



需要供給

市場で決まる価格のことを市場価格といいます。市場価格は、需要
と供給が等しくなるところに決まります。

価格はどう決まるの？
かかく き

きょうきゅう じゅよう



しじょうかかく めやす とりひき ひと

多くの市場参加者（売り手と買い手）が自由に売買に参加できる市場を「完全競争市
場」と呼びます。完全競争市場では、市場参加者はすべてプライステイカーです。プライ
ステイカーとは、市場価格を目安に売買の注文を出す市場参加者のことです。

市場価格を目安に

市場価格を目安に取引する人

売り手 買い手

市場価格を目安に
市場価格
しじょう かかく

う て か て

販売量を考える！ 消費量を考える！

しじょうかかく めやす

はんばいりょうかんが

しじょうかかく めやす

しょうひりょうかんが

完全競争市場
かんぜん きょうそう しじょう

プライステイカー



取引
とりひき



取引とは、商品とお金（代金）を交換することです。生産者と消費者が売買に
合意することです。

取引(交換)
とりひき こうかん

しじょう かかく

しょうひん

か て
買い手売り手

う て

市場価格

商品



取引(交換)
とりひき こうかん

しじょう かかく

しょうひん

か て
買い手売り手

う て

市場価格

商品

売り手は、買い手に商品を渡して、お金（代金）を受け取ります。一方、買い
手は、売り手から商品を受け取って、お金（代金）を支払います。



“市場メカニズム”って何？
しじょう なに



市場メカニズムとは、価格が「需給の過不足」を自動的に
調整し一致させるしくみのことです。

供給>需要価格↓

需給の過不足の調整

供給<需要価格↑

市場均衡

市場メカニズム

きょうきゅう じゅよう

しじょう きんこう

しじょう

きょうきゅう じゅよう かかく

きょうきゅう じゅよう かかく

じゅきゅう かふそく ちょうせい

供給 需要



供給>需要価格↓

需給の過不足の調整

供給<需要価格↑

市場均衡

市場メカニズム

きょうきゅう じゅよう

しじょう きんこう

しじょう

きょうきゅう じゅよう かかく

きょうきゅう じゅよう かかく

じゅきゅう かふそく ちょうせい

供給 需要

市場において、超過供給になると、価格が下がり、超過需
要になると、価格が上がるしくみのことです。



市場メカニズムにより均衡

供給
需要

価格↑

需要
供給

価格↓ 需要供給

均衡

つまり、供給が需要より大きいとき、価格が下がることで需要が
増え、需要が供給より大きいとき、価格が上がることで需要が減
り、需要と供給が一致するしくみのことです。

供給>需要 供給<需要

しじょう きんこう

きょうきゅう じゅよう きょうきゅう じゅよう

きんこう

きょうきゅう じゅよう
かかく かかく



“市場均衡”って何？
しじょう きんこう なに

売り手と買い手が共に満足している状態のことだ！



市場均衡とは、市場メカニズムが働いて、需要と供給が一致するところで取
引が成立することです。需要曲線と供給曲線が交わったところ（交点）に、均
衡価格と均衡取引量が決まることです。

取引量

０

価
格

とりひきりょう

か
か
く

需要曲線

きょうきゅうきょくせん
供給曲線

じゅようきょくせん

市場均衡
しじょう きんこう

均衡取引量

均衡価格

きんこうとりひきりょう

きんこうかかく
きょうきゅう じゅよう

供給 需要



完全競争市場均衡

しじょう

市場参加者が市場価格を目安に販売量（生産量）や消費量(需要量）を決定すると、
市場メカニズム（価格調整機能）が働いて取引が成立します。これを、完全競争市場
均衡といいます。パレート最適（効率的）な資源配分が実現しています。

プライステイカー 市場メカニズム

かんぜんきょうそう しじょうきんこう

さいてき しげん はいぶん
最適な資源配分

完全競争市場
かんぜん きょうそう しじょう



ヴィルフレド・パレートの定義

パレート最適

“全体の厚生(便益)を改善する余地がない状態”

（1848 ｰ 1923）

イタリアの経済学者パレートは、 「最適とは、全体の便益を上げる手段がな
い状態のこと、ある個人の便益を上げようとすると、他人の便益を下げてし
まう結果、全体の便益を上げられない状態のこと」と定義しました。

さいてき

ていぎ

ぜんたい こうせい べんえき かいぜん よち じょうたい



いいかえると、「パレート最適」は、山の頂上にいる状態のことです。頂上か
らは、周囲360度、どこへ一歩踏み出しても高度は下がっていきます。頂上
は、その山で一番高い場所です。

｢パレート最適｣をもっと簡単に？

これ以上高いところ

頂上

さいてき かんたん

ちょうじょう

いじょう たか

い じょうたい

に行けない状態の

ことだよ！



市場経済

パレート最適（効率的）とは、資源が効率よく配分されていて無駄がないこ
とです。完全競争市場で取引が成立することです。商品の売れ残りも、品不
足もない、完売状態のことです。最適な資源配分の実現を意味しています。

しじょう けいざい

パレート最適(効率的)

資源配分に無駄がない

市場は完売状態！！

しげんはいぶん むだ

さいてき こうりつてき

しじょう かんばいじょうたい

完全競争市場で取引成立
かんぜんきょうそうしじょう とりひき せいりつ



要約すると、完全競争市場の下では、市場メカニズムが働き、市場
均衡（最適な資源配分）が達成されます。これは、「国富論」の著者
アダム・スミスの主張です。

市場均衡

最適資源配分
さいてき しげん はいぶん

しじょう きんこう

取引



理論
りろん



限界効用理論
げんかい こうよう りろん

市場メカニズム

ミクロ経済理論
けいざい りろん

ミクロ経済学の理論とは、市場メカニズムを説明する理論の
ことです。限界効用理論と均衡理論があります。

しじょう

均衡理論
きんこう りろん



“効用最大化”や“利潤最大化”を

せつめい りろん

限界効用理論
げんかい こうよう りろん

限界効用理論とは、「限界効用」に関する法則を用いて「家計と企業の行動」
を説明する理論のことです。この理論では、生産物の価値を効用(満足度）で

捉えます。

1870年代、 ワルラス
等が確立した学説です。

限界効用

メンガー ジェヴォンズ

- - -

レオン・ カール・ ウィリアム・スタンレー・

おかわり（追加1単位の消費）で得られる効用(満足度）のこと
げんかいこうよう

ついか たんい しょうひ え こうよう まんぞくど

限界効用逓減の法則 限界効用均等の法則
げんかいこうようていげん ほうそく げんかいこうようきんとう ほうそく

説明する理論
こうよう さいだいか りじゅん さいだいか



きんこう りろん

均衡理論

均衡理論は、需要と供給が等しくなるところで市場均衡するという主張です。
ワルラスが定式化したものを「一般均衡分析」といいます。のちに、マーシャ
ルが、市場を限定することで証明したものを「部分均衡分析」といいます。

一般均衡分析

部分均衡分析

レオン・ワルラス

アルフレッド・マーシャル

いっぱん きんこうぶんせき

ぶぶん きんこうぶんせき

市場均衡
しじょうきんこう

イギリスの経済学者
（1842 - 1924）
主著『経済学原理』
（1890年）

フランスの経済学者
（1834 - 1910）

一般均衡

部分均衡



どうする！ 市場の失敗
しじょう しっぱい

Ⅱ



市場の失敗
しじょう しっぱい

不完全競争
ふかんぜん きょうそう

“最適でない市場均衡”
さいてき しじゅう きんこう

「最適でない市場均衡」は、「不完全競争」と「市場の失敗」にわけられます。



不完全競争
ふかんぜん きょうそう

独占
どくせん

⒈



「不完全競争」とは、生産者（売り手）が少数しかいない市場のことです。売
り手が1社だけの場合を「独占」、数社の場合を「寡占」と呼びます。不完全
競争では、一部の市場参加者が「市場価格」を決めるために、資源配分に無
駄が生じます。

不完全競争
ふ かんぜん きょうそう

かせん

独占
どくせん

寡占



たとえば、独占企業は、競争相手がいないので、価格を自由に決められます。
これを「プライスメイカー」といいます。独占企業は、自社の利益を最大化させ
るために、価格をつりあげて、生産量を過少に抑えます。

価格は、

の問題点！
もんだいてん

価格をつりあげて

利潤を増やす！
かかく

りじゅん ふ

プライスメイカー

不完全競争
ふ かんぜん きょうそう

俺が決めるぜ！
おれ き

かかく

最適価格

過剰生産量低価格

さいてき せいさんりょう

かじょう せいさんりょうていかかく

さいてき かかく

高価格
こう かかく

過少生産量
かしょう せいさんりょう

最適生産量



ちなみに、プライスメイカーは、自社価格を目安に販売量（生産量）を考えます。不完全
競争市場では、価格は、独占企業によって高めに設定されます。その結果、均衡取引量
は、過少生産量に決まります。市場経済の最適な資源配分は損なわれます。

不完全競争市場

最適でない

企業の行動プライスメイカー

市場メカニズム

少数

さいてき

ふかんぜん きょうそう しじょう

高価格＝過少生産量

自社価格を目安に販売量を考える！

価格は高めに設定

の売り手(企業）だけで価格を決定すると、
しょうすう う て きぎょう かかく けってい

かかく たか せってい

きぎょう こうどう

じしゃ かかく めやす はんばいりょう かんが

こう かかく かしょう せいさんりょう

しじょう

市場経済は、
しじょう けいざい



課徴金を課す

対策

その対策として制定されたのが「独占禁止法」です。違反があった場合、公
正取引委員会は、違反者に課徴金を課すことができます。また、被害者は、
違反企業に対して、損害賠償の請求ができるというしくみです。

独占禁止法
どくせん きんしほう

たいさく

政府による規制が必要
せいふ きせい ひつよう

被害者への補償 … 損害賠償の請求
かちょうきん か

ひがいしゃ ほしょう そんがいばいしょう せいきゅう



市場の失敗
しじょう しっぱい

資源配分に無駄
しげん はいぶん むだ

⒉



「市場の失敗」は、完全競争市場であるにもかかわらず、市場メカニズム
(価格調整機能)が働かずに、資源配分に無駄がある状態のことです。

市場の失敗
完全競争市場

しじょう しっぱい

かんぜん きょうそう しじょう

市場経済
しじょう けいざい しげん はいぶん むだ

資源配分に無駄がある！プライステイカー



がいぶせい

代表的な４つの事例をみてみましょう。

外部性

公共財

費用逓減産業

情報の非対称性

こうきょうざい

ひよう ていげん さんぎょう

じょうほう ひ たいしょうせい

➀

②

③

➃

市場の失敗
しじょう しっぱい



外部性
がいぶせい

外部経済

ある財の生産過程で他の財の生産に影響をあたえることを「外部性」とい
います。ある財の生産が他の財の生産に利益をもたらす場合を「外部経
済」といい、「損失」をもたらす場合を「外部不経済」といいます。

外部不経済
がいぶ ふけいざい

外部企業へ利益

工場
こうじょう

➀

外部企業へ損失

漁師
りょうし

がいぶ きぎょう りえき

がいぶ きぎょう そんしつ

果樹園 養蜂家
影響

きづ えいきょう

がいぶ けいざい

かじゅえん ようほうか
気付かぬまま



外部経済

「外部経済」の一例として、果樹園と養蜂家の関係があります。
果樹園の花の蜜が養蜂家の蜂蜜の生産量を増加させるという
事例です。養蜂家の生産にプラスの効果をあたえています。

がいぶ けいざい

外部へプラスの効果

果樹園(内部取引） 養蜂家（外部取引）
ようほうか がいぶ とりひきかじゅえん ないぶ とりひき

はちみつ

生産量 +

がいぶ こうか

せいさんりょう



「外部不経済」の一例として、工場と漁師の関係があります。工場
の排水が河川を汚染して河口の漁師の漁獲量を減少させるという
マイナスの効果（悪影響）をもたらす事例です。

外部へマイナスの効果

工場排水
こうじょう はいすい

がいぶ こうか

外部不経済
がいぶ ふけいざい

河川の汚染
かせん おせん

漁獲量激減
ぎょかくりょうげきげん



公共財

公共財とは、公園、道路、水道、警察、消防など、政府が提供する財・サービ
スのことです。公共財には、「みんなで使える」、「無料で使える」という性質
があります。「みんなで使える」という性質のことを「非競合性」、「無料で使
える」という性質のことを「非排除性」といい、無料で使う人を「フリーライダ
ー」といいます。

こうきょうざい

代金（料金）を支払わない人を排除できない

非競合性

②

非排除性 警察
けいさつ

消防

道路
どうろ

水道
すいどう

公園
こうえん

しょうぼう

ひきょうごうせい

ひはいじょせい
だいきん りょうきん しはら ひと はいじょ

誰でも同時に利用(消費）できる財・サービス
だれ どうじ りよう しょうひ ざい



フリーライダー

公共財の問題

公共財は、市場メカニズムを用いて販売（供給）することがむずか
しい商品（財・サービス）です。なぜなら、公共財の性質上、それを
利用する人が皆、フリーライダーになってしまうためです。

こうきょうざい もんだい

民間企業が販売(供給）しても儲からない！

道路
どうろ

みんかん きぎょう はんばい きょうきゅう もう

街灯
がいとう

かしょう きょうきゅう

過少供給



フリーライダー

公共財の問題

民間企業は、公共財を販売（供給）しても利益が出ないの
で、過少供給(過少生産）になります。

こうきょうざい もんだい

民間企業が販売(供給）しても儲からない！

道路
どうろ

みんかん きぎょう はんばい きょうきゅう もう

街灯
がいとう

かしょう きょうきゅう

過少供給



費用逓減産業とは、大規模な設備投資や研究開発が必要な産業
のことです。総費用に占める固定費の割合が非常に大きく、平均
費用が生産量の増加とともに減少していく産業のことです。

ひよう ていげん さんぎょう

③

1年目 2年目 3年目 ｰ ｰ - 10年目 期間

平均費用
へいきんひよう

てつどう でんりょく すいどう
電力鉄道 水道きかん

生産物1個あたりにかかる費用
せいさんぶつ いっこ ひよう

費用逓減産業



費用逓減産業

新規参入が難しく、競争がないまま自然に「独占」が生じやすい産業です。
鉄道、電力、水道など公共性の高い分野では、政府が価格を設定したり、生
じた赤字を補填する対策が必要になります。

ひよう ていげん さんぎょう

1年目 2年目 3年目 ｰ ｰ - 10年目 期間

費用
ひよう

てつどう でんりょく すいどう

電力鉄道 水道
きかん

あかじぶん ほてん

自然独占
しぜん どくせん

政府が価格を設定する

赤字分を補填する
せいふ かかく せってい



情報の非対称性

「情報の非対称性」とは、取引を行う際に、売り手と買い手がもっている情報
の格差が引き起こす問題のことです。「取引前の情報格差」が引き起こす「逆
選択」と「取引後の情報格差」が引き起こす「モラルハザード」があります。

じょうほう ひたいしょうせい

情報豊富 情報不足
取引

買い手売り手

➃

とりひき

う て か て

じょうほうぶそくじょうほう ほうふ

逆選択

モラルハザード

ぎゃくせんたく



りょうひん

中古車市場
ちゅうこしゃ しじょう

逆選択
ぎゃく せんたく

“良品”

“不良品”
ふりょうひん １０万円

50万円

良品と不良品の

“平均価格”で買う！

区別がつかない

りょうひん ふりょうひん

くべつ

へいきんかかく か

売り手
う て

買い手
か て

か

どっちを買う？

み おな

見かけが同じなら、

欠陥車が

よく売れる！

けっかんしゃ

う

３０万円希望購入価格
きぼう こうにゅうかかく

例えば、中古車市場では、良質な車より欠陥車のほうがよく売れるという現
象が起こります。売り手は車の価値を知っていますが、良品と不良品の区別
がつかない買い手は、平均的な価格を目安に購入を決定するからです。



中古車市場

すると、50万円の良品は売れず、10万円の欠陥車がよく売れるという現
象が起きます。これを「逆選択」といいます。ちなみに、この欠陥車のように、
低価格で低品質の商品のことを経済用語で“レモン”と呼んでいます。本
来、取引されるべき良品の供給は過少になります。

ちゅうこしゃ しじょう

逆選択
ぎゃく せんたく

１０万円

50万円

良品と不良品の

“平均価格”で買う！

区別がつかない
りょうひん ふりょうひん

くべつ

へいきんかかく か

売り手
う て

買い手
か て

か
どっちを買う？
み おな

見かけが同じなら、

欠陥車が

よく売れる！
けっかんしゃ

う

３０万円希望購入価格
きぼう こうにゅうかかく

りょうひん

“良品”

“不良品”
ふりょうひん



保険会社(売り手）には、契約者(買い手）の不注意な運転を止める術があ
りません。その結果、保険会社は、保険料を必要以上に高く設定することに
なります。契約後におこる「情報の非対称性」の問題です。

モラルハザード

モラルハザードとは、契約成立の後に取引相手が行動を変えることで
けいやくせいりつ のち とりひきあいて こうどう か

損害賠償保険に加入した後、運転があらっぽくなり事故を起こす人が
そんがいばいしょうほけん かにゅう のち うんてん じこ お ひと

発生する問題のことです。たとえば、契約前は慎重に運転していたのに、
はっせい もんだい けいやくまえ しんちょう うんてん

ふ げんしょう

保険市場
ほけん しじょう

増えてしまう、という現象のことです。



生産を促進する

対策

「市場の失敗」の対策は、過少生産、または、過剰生産を最適な生産量に
調整することです。最もオーソドックスな方法は、政府が市場に介入するこ
とです。過少生産の場合は補助金を出して生産を促進、過剰生産の場合
は課税して生産を抑制する政策をとることです。

補助金
ほじょきん

たいさく

政府の介入
せいふ かいにゅう

生産を抑制する
せいさん そくしん せいさん よくせい

税金or
ぜいきん

過少生産量
最適生産量

過剰生産量

かしょう せいさんりょう

かじょう せいさんりょう

さいてき せいさんりょう



市場経済において、誰もが自由に取引に参加できれば、

まとめ
◇

◇市場の失敗：

しじょうけいざい だれ じゆう とりひき さんか

市場メカニズムが働いて、最適な資源配分が実現する。
しじょう はたら さいてき しげんはいぶん じつげん

しじょう しっぱい

どくせん かせん

② 外部性、公共財、費用逓減産業、情報の非対称性

➀ 独占、寡占

がいぶせい こうきょうざい ひよう ていげん さんぎょう じょうほう ひ たいしょうせい

可能な対策: 規制、課税や補助金
かのう たいさく きせい かぜい ほじょきん



ミクロ経済学は、取り組み方がむずかしい科目の一つです。まずは、ざっくり
概要を捉えましょう。ジグソーパズルのように、つながりが見え始めるまでに
時間がかかるからです。わかり始めると道は一気に開けます。楽しみです。

最適資源配分
さいてき しげん はいぶん



では、また次回



制作 金融大学


